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「
蝦
夷
人
介
抱
」
と
い
う
用
語
は
日
本
近
世
の
蝦
夷
地
に
関
す
る
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
帰
檎
を
促
す
近
世
日
本
の
政
治
権
力
（
幕
府
、
松
前
藩
）
に
よ
る
対
ア
イ
ヌ
政
策
の
姿
勢
、
な
い
し
そ
の
具
体
的
現
わ
れ
と
し
て
の
交
易
、
下
さ
れ
物
の
下
賜
な
ど
の
行
為
を
指
す
史
料
上
の
用
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
（１）
い
る
。
和
人
権
力
と
ア
イ
ヌ
社
〈
万
と
の
交
易
関
係
を
前
者
の
側
か
ら
呼
び
慣
わ
し
た
言
葉
で
、
和
人
社
会
に
よ
る
ア
イ
ヌ
社
会
へ
の
抑
圧
と
収
奪
を
恩
恵
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
く
る
み
こ
ん
だ
も
の
と
考
え
て
よ
いだろう。
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
認
識
は
、
実
際
に
は
蝦
夷
地
交
易
に
関
わ
ら
な
い
グ
ル
ー
プ
（
松
前
藩
、
場
所
請
負
人
、
幕
吏
）
の
言
説
法
政
史
学
第
六
十
四
号
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
は
じ
め
に
’
’
八
世
紀
後
半
蝦
夷
地
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
「
和
人
関
係
の
実
践
Ｉ
に
基
づ
い
て
い
る
。
政
治
・
経
済
上
の
特
権
的
階
瞬
に
お
け
る
認
識
と
そ
の
言
説
の
分
析
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
運
上
屋
の
和
人
（２）
の
垂
叩
り
に
基
づ
き
、
実
践
レ
ベ
ル
で
の
分
析
を
試
み
た
い
。
経
済
構
造
と
い
う
大
き
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
確
か
に
松
前
藩
士
や
場
所
請
負
人
は
交
易
主
体
と
い
え
る
。
し
か
し
蝦
夷
地
で
ア
イ
ヌ
社
会
と
接
触
し
、
実
際
に
物
々
交
換
や
産
業
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
場
所
請
負
人
に
雇
わ
れ
た
運
上
屋
の
和
人
で
あ
り
、
交
易
の
実
際
上
の
当
事
者
〈３）
は
こ
れ
ら
の
出
稼
ぎ
和
人
で
あ
る
。
前
近
代
蝦
夷
地
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
社
会
と
和
人
社
会
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、
ア
イ
ヌ
の
側
か
ら
直
接
見
え
て
い
た
和
人
た
ち
、
ア
イ
ヌ
に
直
接
見
ら
れ
て
い
た
和
人
の
姿
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
八
世
紀
後
半
に
対
象
時
期
を
限
定
す
る
の
は
、
こ
の
時
期
が
蝦
夷
地
交
易
坂
田
美
奈
子
二
○
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立
場
性
把
握
の
意
義
蝦
夷
人
介
抱
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
分
析
に
先
立
ち
、
ま
ず
運
上
屋
の
和
人
た
ち
の
一
八
世
紀
後
半
段
階
に
お
け
る
立
場
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
意
図
し
て
い
る
の
は
、
単
に
出
稼
ぎ
和
人
の
身
分
的
立
場
と
い
っ
た
客
観
条
件
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
際
の
経
験
的
な
社
会
関
係
を
通
じ
て
彼
等
が
形
成
し
た
自
己
認
識
、
当
時
の
社
会
関
係
全
体
の
中
で
彼
等
が
主
観
的
に
自
分
た
ち
を
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
存
在
と
み
な
し
て
い
た
か
、
と
い
う
次
元
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
彼
等
の
語
り
を
聞
き
、
そ
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
は
、
彼
等
の
発
言
の
拠
っ
て
立
つ
位
置
を
把
握
す
る
こ
と
が
必要である。
出稼ぎ和人についてはアイヌに対する非道な一一一一口動に焦点
（４）
を
あ
て
る
の
が
伝
統
的
で
あ
る
が
、
近
年
、
和
人
と
ア
イ
ヌ
を
単
純
と
の
関
係
で
「
介
抱
」
と
い
う
用
語
が
明
白
に
使
用
さ
れ
始
め
る
時
期
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
対
象
地
域
は
史
料
上
の
制
約
か
ら
、
主
に
ア
ッ
ヶ
シ
以
東
諸
場
所
と
す
る
。
こ
の
地
域
は
藩
主
直
領
で
安
永
一
二
年
二
七
七
四
）
以
来
、
飛
騨
屋
久
兵
衛
の
請
負
と
な
っ
て
い
た
。
川
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
田
）
１
運
上
屋
の
和
人
出
稼
ぎ
和
人
の
立
場
性
な
対
抗
図
式
で
と
ら
え
る
見
方
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
動
向
も
存
在
（５）
す
る
。
こ
の
前
後
す
る
一
一
つ
の
研
究
動
向
は
、
一
見
対
立
す
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
筆
者
は
両
者
が
矛
盾
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
出
稼
ぎ
和
人
の
抑
圧
者
と
し
て
の
側
面
の
把
握
を
そ
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
を
し
な
い
対
抗
図
式
の
克
服
と
い
う
も
の
は
、
結
局
前
者
の
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
対
抗
図
式
の
克
服
と
い
う
よ
り
は
対
抗
を
起
こ
す
要
素
を
括
弧
入
れ
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
二
項
対
立
的
な
ア
イ
ヌ
ー
和
人
関
係
認
識
の
克
服
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
作
業
は
、
政
治
権
力
、
場
所
請
負
人
、
出
稼
ぎ
和
人
、
ア
イ
ヌ
首
長
層
、
と
い
っ
た
前
近
代
蝦
夷
地
に
お
け
る
主
要
な
ア
ク
タ
ー
間
に
お
け
る
力
学
構
成
の
動
態
的
把
握
と
、
そ
の
条
件
下
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
実
践
レ
ベ
ル
の
分
析
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
「
蝦
夷
人
介
抱
」
と
い
う
松
前
藩
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
出
稼
ぎ
和
人
の
対
応
を
観
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
前
近
代
蝦
夷
地
社
会
に
お
け
る
ア
ク
タ
ー
間
の
力
学
そ
の
も
の
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
八
世
紀
後
半
段
階
に
お
け
る
出
稼
ぎ
和
人
の
立
場
性
の
把
握
は
、
議
論
の
大
き
な
流
れ
に
お
い
て
は
、
前
近
代
蝦
夷
地
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
ー
和
人
関
係
の
把
握
の
た
め
の
一
事
例
、
ア
ク
タ
ー
間
の
力
学
と
実
践
的
対
応
、
と
い
つ｛６〉
た
問
題
証
亟
定
に
対
す
る
一
事
例
と
し
て
も
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。
一一一
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出
稼
ぎ
和
人
の
基
本
的
位
置
づ
け
出
稼
ぎ
和
人
に
つ
い
て
基
本
的
な
情
報
を
ま
と
め
た
い
。
蝦
夷
地
へ
渡
る
和
人
に
は
運
上
屋
の
支
配
人
・
通
詞
・
番
人
の
他
、
船
頭
・
水
主
が
い
る
が
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
、
蝦
夷
地
交
易
に
携
わ
る
の
は
運
上
屋
に
詰
め
る
支
配
人
・
通
詞
・
番
人
で
（７）
あ
る
。
支
配
人
は
運
上
屋
の
責
任
者
で
あ
る
が
、
時
節
に
よ
っ
て
は
（８）
番
人
同
様
労
働
に
従
事
す
る
存
在
で
あ
り
、
通
詞
を
兼
ね
る
者
も
多
（９）
か
つ
た
。
通
詞
は
ア
イ
ヌ
垂
叩
の
通
訳
で
あ
る
。
近
世
を
通
じ
て
蝦
夷
通
詞
が
ど
の
よ
う
に
養
成
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
蝦
夷
地
へ
は
請
負
人
配
下
の
和
人
以
外
は
松
前
藩
の
領
民
で
あ
っ
て
も
み
だ
り
に
渡
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
ア
イ
ヌ
語
を
習
得
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
の
は
蝦
夷
地
で
働
く
者
た
ち
以
外
に
な
い
。
上
原
熊
次
郎
の
例
の
よ
う
に
、
幼
年
の
こ
ろ
か
ら
蝦
夷
地
で
奉
公
を
重
ね
、
通
詞
、
支
配
人
へ
と
上
昇
し
て
い
く
と
い
う
ル
ー
ト
〈川）
が
考
這
え
ら
れ
る
。
番
人
は
労
働
に
携
わ
る
者
た
ち
で
あ
る
。
菊
池
勇
夫
は
、
寛
政
元
年
二
七
八
九
）
に
発
堆
し
た
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
の
際
、
被
害
に
あ
っ
た
番
人
の
中
に
は
松
前
出
身
者
の
み
な
ら
ず
、
南
部
、
出
羽
出
身
者
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
和
人
が
「
帳
外
者
」
「
凶
漢
」
な
ど
と
い
っ
た
、
一
般
社
会
か
ら
逸
脱
し
た
人
間
で
は
な
く
、
松
前
、
奥
羽
出
身
の
農
漁
民
の
次
三
男
層
で
（Ⅱ）
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
「
抑
圧
法
政
史
学
第
六
十
四
号
者
」
と
み
な
さ
れ
た
人
々
が
、
特
別
な
悪
漢
な
ど
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
政
治
・
経
済
的
権
力
を
持
つ
わ
け
で
も
な
い
一
般
の
日
本
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
出
稼
ぎ
和
人
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
である。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
の
被
害
者
数
か
ら
春
～
夏
に
か
け
て
各
場
所
に
は
数
十
人
の
番
人
が
存
在
し
た
よ
う
だ
が
、
秋
冬
も
蝦
夷
地
に
と
ど
ま
る
越
年
番
人
に
関
し
て
は
、
天
川
六
年
二
七
八
六
）
の
（吃）
御試交易のときは各場所に一一一～四名ずつであり、文化一二年
（
一
八
○
六
）
ロ
シ
ア
船
の
カ
ラ
フ
ト
襲
撃
事
件
に
関
す
る
「
休
明
光
記
」
の
記
事
に
も
「
中
秋
に
も
至
れ
ば
家
来
は
引
取
、
番
人
体
の
（旧）
町
人
一
二
四
人
ヅ
、
差
か
し
こ
の
運
上
屋
に
越
年
す
る
ま
で
也
」
と
あ
る
の
で
、
越
年
番
人
の
数
は
場
所
に
三
～
四
名
程
度
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
春
夏
と
秋
冬
と
で
、
場
所
に
お
け
る
和
人
と
ア
イ
ヌ
人
口
構
成
が
一
変
す
る
点
は
、
両
者
関
係
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
蝦夷地における一一［語コミュニケーションについては、基
（川）
本的にはアイヌ奎叩を介して行われたようである。「夷諺俗
話」（寛政四年）にはソウャ場所での交易の場面が記され
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
は
ア
イ
ヌ
語
で
所
望
の
品
を
伝
え
て
交
換
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
運
上
屋
の
も
の
た
ち
も
簡
単
な
ア
イ
ヌ
語
を
使
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
和
人
が
ア
イ
ヌ
語
を
高
一
一
二
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度
に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
蝦
夷
地
稼
ぎ
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
よ
る
し
、
個
人
的
な
資
質
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
当
時
の
和
人
の
平
均
的
な
言
語
能
力
に
つ
い
て
は
も
は
や
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
労
働
に
支
障
の
な
い
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
は
ア
イ
ヌ
語
を
解
し
て
も
、
複
雑
・
微
妙
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
（胆一
一）なすことは川来なかったと考えるのが妥当だろう。
通
詞
、
支
配
人
は
常
に
同
じ
場
所
に
派
遣
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
数
年
ご
と
に
勤
務
先
を
移
動
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
阿
部
屋
配
下
の
支
配
人
兼
通
詞
阿
部
屋
長
三
郎
は
安
永
八
（
一
七
七
九
）
～
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
間
ル
、
モ
ッ
ペ
支
配
人
、
天
明
八
年
二
七
八
八
）
に
は
ホ
ロ
ト
マ
リ
支
配
人
、
寛
政
四
年
二
七
九
二
）
に
は
ソ
ウ
ヤ
支
配
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
数
年
（肥）
毎
に
阿
部
屋
支
配
場
所
を
転
々
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
飛
騨
屍
配
下
の
通
詞
林
右
衛
門
は
天
明
年
間
ア
ッ
ヶ
シ
、
そ
の
後
ク
ナ
シ
リ
の
チ
フ
カ
ル
ヘ
ッ
の
番
臆
に
い
て
、
寛
政
元
年
二
七
八
九
）
に
は
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
騒
動
で
殺
害
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
数
年
毎
に
飛
騨
（Ⅳ）
屋
支
配
場
所
を
移
動
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
稼
ぎ
和
人
は
必
ず
し
も
同
じ
請
負
人
の
下
で
一
雇
用
さ
れ
続
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
で
生
き
延
び
た
ア
ッ
ヶ
シ
支
配
人
伝
七
を
は
じ
め
と
す
る
出
稼
ぎ
和
人
を
、
飛
騨
屋
か
ら
請
負
を
引
き
継
い
だ
〈珀）
阿
部
屋
が
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
岩
崎
奈
緒
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
川
）
子
は
幕
末
の
通
詞
加
賀
伝
蔵
の
経
歴
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
、
伝
蔵
が
異
な
る
請
負
人
の
間
を
移
動
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
、
「
現
場
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と
し
て
の
川
稼
ぎ
和
人
の
位
置
づ
け
に
つ
い
（四）
て
示
唆
し
て
い
る
。
岩
崎
は
伝
蔵
の
よ
う
な
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
の
存
在
と
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
当
時
、
何
じ
飛
騨
屋
請
員
場
所
で
あ
る
ア
ッ
ケ
シ
と
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
地
力
で
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
待
遇
の
差
が
見
ら
れ
た
事
実
を
重
ね
あ
わ
せ
、
場
所
ご
と
の
経
営
が
運
卜
屋
の
和
人
の
裁
銑
に
あ
る
稗
度
任
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
を
た
て
て
い
る
。
こ
の
観
点
を
傍
証
す
る
例
を
一
つ
紹
介
し
た
い
。
寛
政
年
間
の
ソ
ウ
ャ
場
所
で
は
、
ア
イ
ヌ
に
出
精
し
て
も
ら
う
た
め
に
海
鼠
を
五
百
以
上
引
い
た
者
に
は
交
易
代
の
ほ
か
に
潤
一
盃
、
千
以
上
引
い
た
者
に
は
二
盃
を
褒
美
と
し
て
飲
ま
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
働
き
よ
っ
て
特
典
を
つ
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
此
度
出
役
先
の
恩
ひ
付
に
て
、
は
げ
み
の
為
如
斯
せ
し
な
り
」
と
さ
れ
、
こ
の
場
所
独
自
に
な
さ
れ
て
（帥）
い
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
場
所
に
お
け
る
産
業
を
ど
の
よ
う
に
営
み
効
率
を
あ
げ
る
か
、
具
体
的
な
手
段
は
支
配
人
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
運
上
屋
の
和
人
は
概
念
的
に
は
、
若
い
頃
か
ら
奉
公
を
始
め
て
蝦
夷
地
稼
ぎ
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
ゆ
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
、
季
節
労
働
者
的
に
蝦
夷
地
に
流
れ
て
ゆ
く
者
、
と
い
う
二
極
が
あ
￣
一
一
－－
－
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蝦
夷
地
の
諸
場
所
に
は
知
行
主
の
代
理
と
し
て
上
乗
と
よ
ば
れ
る
松
前
藩
士
が
一
名
、
そ
れ
に
従
う
目
付
足
軽
が
一
～
二
名
ず
つ
派
遣
さ
れ
る
。
場
所
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
藩
士
と
運
上
屋
の
和
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
を
検
討
し
た
い
。
（皿）
一般に上乗の任務は①アイヌ首長層との間でオム、ンャを
行
う
こ
と
、
②
請
負
人
に
取
り
引
き
を
禁
じ
ら
れ
た
軽
物
交
易
を
行
う
こ
と
、
③
抜
荷
を
取
り
締
ま
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
①
は
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
上
発
生
す
る
任
務
な
の
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
②
③についてである。
寛
政
元
年
の
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
騒
動
を
き
っ
か
け
に
場
所
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
飛
騨
屋
久
兵
衛
の
後
見
人
所
左
衛
門
が
、
そ
れ
を
不
服
と
し
て
幕
府
へ
訴
え
た
願
書
下
書
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
（
以
り
、
具
体
的
な
個
人
は
こ
の
両
極
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
は
蝦
夷
地
稼
ぎ
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
ほ
ど
に
、
自
ら
の
地
位
を
向
上
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
社
会
と
の
折
り
合
い
、
産
業
の
利
潤
向
上
、
と
い
う
達
成
目
標
に
到
達
す
る
手
段
に
つ
い
て
統
一
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
々
人
の
経
験
と
試
行
錯
誤
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
法
政
史
学
第
六
十
四
号
２
松
前
藩
士
と
の
関
係
二
四
（犯）
下、抜粋）。
（寛政元年）
去
春
松
前
町
御
役
所
二
而
蝦
夷
地
江
罷
越
候
者
共
不
残
御
召
出
被
仰
渡
候
者
、
蝦
夷
地
法
度
之
儀
者
是
迄
之
通
相
守
可
申
、
別
而
蝦
夷
介
抱
手
宛
い
た
し
非
分
之
儀
等
決
而
不
致
様
厳
敷
被
仰
渡
、
銘
々
印
形
指
上
候
、
其
上
御
役
人
両
人
、
番
人
共
方
先
立
御
下
ケ
被
成
候
、
尚
又
夏
巾
御
役
人
中
御
下
向
被
成
候
得
へ
例
年
之
通
御
定
式
被
仰
渡
蝦
夷
長
入
江
御
糺
有
之
、
番
人
と
も
珊
二
而
も
非
分
之
儀
御
座
候
得
ハ
蝦
夷
共
方
直
々
由
‐
立
御
吟
味
有
之
候
、
其
上
松
前
表
二
而
も
御
吟
味
御
座
候
、
先
年
（安永六年）
酉
年
少
分
之
口
叩
、
水
主
共
心
得
違
い
た
し
、
熊
の
皮
弐
枚
、
贋
熊
の
胆
弐
ッ
、
保
路
羽
三
拾
把
買
取
候
、
不
調
法
二
ｍ
松
前
店
（安永七年）
同
酉
ノ
七
月
中
‐
廿
一
Ｈ
－
Ｐ
〆
被
仰
付
候
、
尚
又
先
戌
年
あ
っ
け
し
場
所
二
而
御
役
人
松
井
茂
兵
衛
殿
、
通
詞
勘
右
衛
門
与
申
者
、
蝦
夷
江
対
し
何
等
の
取
斗
ひ
方
悪
敷
由
二
而
十
四
、
五
日
程
同
所
二
而
入
牢
為
致
候
、
其
後
そ
う
や
場
所
番
人
吉
次
郎
と
申
者
蝦
夷
錦
壱
つ
溢
買
い
た
し
来
候
二
付
、
御
取
上
ヶ
之
上
三
十
日
程
手
錠
被
仰
付
そ
う
や
場
所
働
御
構
二
相
成
候
、
都
而
少
分
之
事
二
而
も
蝦
夷
地
二
而
定
法
二
当
り
不
申
事
相
聞
得
候
得
ハ
厳
敷
御
答
メ
蒙
申
儀
二
御
座
候
得
ハ
、
柳
茂
非
分
成
事
仕
不
申
候
松
前
藩
役
人
は
番
人
に
先
立
っ
て
蝦
夷
地
へ
派
遣
さ
れ
る
。
も
し
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次
に
ア
イ
ヌ
首
長
層
と
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
、
ア
ッ
ケ
シ
場
所
で
起
き
た
通
詞
林
右
衛
門
の
入
牢
事
件
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
天
明
六
年
二
七
八
六
）
に
最
上
番
人
に
よ
る
非
分
が
あ
っ
た
場
合
、
ア
イ
ヌ
首
長
は
役
人
に
直
に
訴
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
和
人
に
よ
る
ア
イ
ヌ
へ
の
非
分
、
抜
荷
に
関
し
て
は
多
少
の
こ
と
で
も
厳
し
く
答
め
ら
れ
る
と
い
う
。
従
っ
て
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
が
和
人
の
非
分
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
飛
騨
屋
側
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
後
半
で
は
安
永
年
間
に
ク
ナ
シ
リ
の
ツ
キ
ノ
エ
が
行
っ
た
交
易
妨
害
に
対
し
て
松
前
藩
か
ら
「
御
糺
も
無
御
座
」
と
、
何
の
処
罰
も
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
に
非
難
し
、
騒
動
の
原
因
が
和
人
の
非
分
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
松
前
藩
の
対
応
に
甘
え
た
「
愚
昧
之
蝦
夷
」
が
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
〈羽）
と
主
張
し
て
い
る
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
、
ン
事
件
の
発
生
原
因
が
和
人
の
非
分
で
は
な
い
と
の
主
張
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
は
一
雇
主
の
立
場
か
ら
、
運
上
屋
の
和
人
た
ち
が
蝦
夷
地
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
る
か
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
首
長
層
が
松
前
藩
の
管
理
の
外
に
あ
り
、
ア
イ
ヌ
に
は
和
人
を
訴
え
る
機
会
も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
運
化
屋
の
和
人
た
ち
は
松
前
藩
役
人
の
厳
し
い
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
田
）
３
ア
イ
ヌ
首
長
層
と
の
関
係
徳
内
が
ア
ッ
ヶ
シ
惣
乙
名
イ
コ
ト
イ
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
事
件
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
天
明
六
年
以
前
の
或
る
年
、
松
前
藩
士
松
井
茂
兵
衛
が
上
乗
と
し
て
ア
ッ
ケ
シ
に
来
た
際
、
ア
ッ
ケ
シ
近
郊
の
ビ
バ
セ
イ
村
の
乙
名
が
熊
胆
を
一
つ
献
上
し
た
が
、
そ
れ
は
偽
物
で
あ
っ
た
。
茂
兵
衛
は
イ
コ
ト
イ
を
呼
び
出
し
叱
り
つ
け
た
。
後
Ⅱ
イ
コ
ト
イ
が
そ
の
熊
胆
の
出
所
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ビ
バ
セ
イ
の
乙
名
が
ク
ナ
シ
リ
島
で
交
易
し
て
得
た
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
ク
ナ
シ
リ
の
ア
イ
ヌ
が
ビ
バ
セ
イ
の
乙
名
を
だ
ま
し
た
の
で
あ
っ
て
目
利
き
が
至
ら
な
い
た
め
の
間
違
い
で
あ
り
幹
で
は
な
い
と
の
旨
を
通
詞
林
右
衛
門
に
詫
び
た
。
林
右
衛
門
が
こ
の
旨
を
茂
兵
衛
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
も
っ
と
も
な
話
で
は
あ
る
が
、
本
当
に
ア
イ
ヌ
が
言
っ
た
こ
と
と
は
思
え
な
い
、
「
其
方
頓
智
を
以
て
我
を
謀
ら
ん
為
に
好
策
を
廻
ら
し
弁
舌
を
加
へ
利口を言う者ならむ」と林右衛門を捕らえて牢に入れ、一一一
Ⅱ
間
食
物
も
与
え
な
か
っ
た
。
ア
ッ
ケ
シ
近
辺
の
支
配
人
・
番
人
た
ちが大勢で、色々と詫びても茂兵衛は聞き入れなかった。
そ
こ
で
イ
コ
ト
イ
を
は
じ
め
と
す
る
乙
名
、
小
使
た
ち
が
集
ま
り
評
議
し
、
茂
兵
衛
に
ツ
グ
ナ
イ
を
出
し
て
詫
び
る
こ
と
に
決
め
た
。
茂
（型）
丘
〈
衛
は
ツ
グ
ナ
イ
を
受
け
取
り
、
林
右
衛
門
を
赦
免
し
た
。
この一件において注目したいのは①林右衛門がイコトイ
の一一一一口葉をそのまま伝えたにもかかわらず、それが茂兵衛を
一
五
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謀
る
好
策
と
受
け
取
ら
れ
た
点
。
②
林
右
衛
門
の
赦
免
に
つ
い
て
、
番
人
た
ち
が
詫
び
て
も
茂
兵
衛
は
聞
き
入
れ
な
い
が
、
ア
イ
ヌ
首
長
た
ち
の
ツ
グ
ナ
イ
に
は
応
じ
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
徳
内
に
よ
っ
て
上
乗
の
強
欲
ぶ
り
を
象
徴
す
る
一
件
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
茂
兵
衛
が
ツ
グ
ナ
イ
に
応
じ
た
の
は
彼
の
強
欲
故
と
い
う
の
が
徳
内
流
の
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
件
に
は
も
っ
と
多
く
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
、
茂
兵
衛
が
林
右
衛
門
の
言
葉
を
好
策
と
受
け
取
っ
た
背
景
に
は
、
上
乗
に
と
っ
て
は
好
ま
し
か
ら
ざ
る
出
稼
ぎ
和
人
と
ア
イ
ヌ
首
長
層
の
癒
着
関
係
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
示
唆
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
同
じ
く
最
上
徳
内
が
天
明
六
年
に
耳
に
し
た
シ
ラ
ヌ
カ
場
所
支
配
人
長
右
衛
門
（あ）
の
話
で
あ
る
。
長
石
衛
門
は
支
配
人
と
し
て
、
ン
一
フ
ヌ
カ
に
長
年
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
同
所
乙
名
コ
タ
カ
と
親
し
く
な
り
、
コ
タ
カ
が
最
近
松
前
か
ら
珍
し
い
品
が
来
な
い
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
松
前
か
ら
「
金
渡
金
の
か
な
物
打
た
る
挟
繍
」
を
都
合
す
る
。
こ
れ
を
コ
タ
カ
は
「
千
魚
類
、
品
々
莫
大
の
価
」
を
出
し
て
交
易
し
た
と
い
う
。
シ
ラ
ヌ
カ
支
配
人
長
右
衛
門
が
同
所
の
乙
名
と
馴
染
み
に
な
り
、
「
珍
器
」
を
都
合
し
、
乙
名
と
取
引
す
る
と
い
う
関
係
は
興
味
深
い
。
コ
タ
カ
が
所
望
し
た
「
珍
し
き
品
」
と
は
、
一
般
に
蝦
夷
地
交
易
で
交
換
さ
れ
る
品
々
で
は
な
い
品
目
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
法
政
史
学
第
六
十
四
号
る
。
対
ア
イ
ヌ
交
易
で
取
引
き
さ
れ
る
漆
器
に
関
し
て
言
え
ば
、
行
器
や
酒
桶
な
ど
が
一
般
的
で
、
コ
タ
カ
が
望
ん
だ
の
は
、
そ
の
よ
う
な
い
つ
で
も
誰
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
な
品
で
は
な
い
。
運
上
屋
は
ア
イ
ヌ
首
長
の
要
望
に
こ
た
え
て
砧
物
を
調
達
し
て
い
る
が
、
運
上
屋
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
大
口
取
引
に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
首
長
と
し
て
も
机
応
の
「
宝
」
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
瓦
（妬）
い
に
満
足
の
い
く
取
り
引
き
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
運
上
屋
と
ア
イ
ヌ
首
長
層
と
の
関
係
は
、
松
前
藩
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
場
所
請
負
交
易
は
そ
も
そ
も
藩
士
の
個
別
知
行
権
（
商
場
交
易
）
の
（幻）
代
行
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
運
上
屋
に
は
軽
物
交
易
代
行
の
義
務
が
あ
っ
た
。
天
明
六
年
、
御
試
交
易
の
際
の
支
配
人
字
（配）
丘〈衛は次のように歪、っている。
軽
物
之
代
二
被
差
遣
候
米
、
糀
、
洞
、
諸
品
共
場
所
受
負
人
方
二
ｎ
立
替
、
夷
人
共
へ
相
渡
候
而
、
後
Ⅱ
松
前
へ
帰
郷
之
節
場
（松前章広）
所
ノ
ー
ニ
巾
立
替
世
候
米
、
糀
、
諸
卿
川
共
書
付
を
以
志
摩
守
様
役
所
方
請
負
人
方
へ
御
払
有
之
候
、
尤
右
請
取
候
米
、
糀
、
諸
品
之
内
二
而
上
乗
役
人
弁
足
軽
中
へ
も
少
々
宛
利
用
を
相
附
差
遣
候
義
取
斗
来
、
其
義
ハ
仮
令
二
而
申
候
ハ
、
玄
米
八
升
入
弐
（ママ）
拾
表
二
て
蝦
夷
地
二
相
調
候
猟
虎
皮
ハ
役
所
へ
書
上
候
ニ
ハ
弐
拾
五
俵
共
書
出
、
拾
俵
二
て
相
調
候
鷲
の
羽
ハ
拾
一
二
俵
と
も
書
一一一ハ
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出
、
右
代
米
立
替
候
分
書
付
ハ
場
所
支
配
人
共
松
前
へ
帰
郷
之
（松前章広）
節支配人赴く志摩守様役所へ差出聿日付之通り請取候、右
受
取
高
の
内
一
一
ｎ
蝦
夷
地
場
処
々
々
一
一
ｍ
支
配
人
共
立
替
候
ノ
程
、
引
取
余
米
之
分
を
上
乗
役
人
井
足
軽
中
へ
も
相
渡
来
候
軽
物
取
引
そ
の
も
の
は
請
負
人
に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
上
乗
が
派
遣
さ
れ
る
。
し
か
し
上
乗
は
自
ら
軽
物
交
易
を
行
う
た
め
の
交
易
品
（
米
、
糀
、
酒
、
煙
草
な
ど
）
を
持
参
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
運
上
屋
が
松
前
側
の
交
易
品
を
立
て
替
え
、
後
日
松
前
の
役
所
へ
請
負
人
が
申
告
し
、
役
所
か
ら
請
負
人
へ
支
払
う
と
い
う
慣
わ
し
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
際
、
実
際
か
か
っ
た
経
費
よ
り
も
多
め
に
申
告
し
、
支
払
わ
れ
た
中
か
ら
上
乗
せ
分
を
上
乗
、
足
軽
へ
渡
す
と
い
う
仕
来
り
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
軽
物
交
易
代
行
は
、
こ
の
よ
｛”）
『
７
に
上
乗
に
と
っ
て
私
腹
を
肥
や
す
場
と
な
っ
て
い
た
反
面
、
結
局
、
交
易
が
実
質
的
に
は
運
上
屋
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
抜
荷
把
握
の
不
透
明
さ
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
軽
物
交
易
代
行
は
、
運
上
屋
と
ア
イ
ヌ
首
長
層
の
結
び
つ
き
に
上
乗
が
疑
惑
を
さ
し
は
さ
ま
ず
に
い
ら
れ
な
い
条
件
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
乗
松
井
茂
兵
衛
の
通
詞
林
右
衛
門
に
対
す
る
態
度
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
②
に
つ
い
て
、
林
右
衛
門
の
赦
免
は
運
上
屋
の
和
人
達
の
願
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
首
長
た
ち
の
ツ
グ
ナ
イ
に
よ
っ
て
許
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
田
）
さ
れ
た
。
松
前
藩
士
が
出
稼
ぎ
和
人
の
声
は
は
ね
つ
け
て
も
、
ア
イ
ヌ
首
長
た
ち
の
動
き
に
は
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
件
に
お
い
て
、
松
前
藩
士
の
交
渉
相
手
た
り
得
た
の
は
ア
イ
ヌ
首
長
で
あ
っ
て
場
所
支
配
人
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
み
て
み
た
い
。
天
明
六
年
二
七
八
六
）
、
幕
府
に
よ
っ
て
蝦
夷
地
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
佐
藤
玄
六
郎
か
ら
幕
府
へ
の
報
告
書
に
、
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
運
上
屋
の
支
配
人
小次郎・通詞一一一右衛門がロシア人からの交易品を焼き捨て
る
な
ど
の
隠
蔽
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
、
土
地
の
ア
イ
ヌ
が
玄
六
郎
に
同
行
し
て
い
た
松
前
藩
士
に
印
し
立
て
て
き
た
Ｒ
が
記
さ
れ
て
（釦）
い
る
。
こ
の
和
人
た
ち
の
吟
味
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
幕
府
へ
の
伺
書
に
、
彼
等
が
「
キ
イ
タ
ッ
フ
に
お
ゐ
て
彼
品
取
隠
、
船
え
相
廻
し
、
或
は
焼
捨
、
土
中
へ
埋
め
、
蝦
夷
人
共
え
も
肋
々
印
含
候
、
」
（皿）
と
あ
り
、
ア
イ
ヌ
に
対
し
口
止
め
を
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
は
ア
イ
ヌ
の
口
か
ら
松
前
藩
士
へ
漏
れ
て
い
る
。
こ
の
関
係
か
ら
垣
間
見
え
る
の
は
、
出
稼
ぎ
和
人
が
日
常
的
に
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
は
運
上
屋
と
の
関
係
に
お
い
て
松
前
藩
士
へ
の
「
密
告
」
と
い
う
切
り
札
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
先
に
松
前
藩
士
と
出
稼
ぎ
和
人
と
の
関
係
を
検討する際にみた飛騨屋の訴えに、アイヌ首長には和人の
非
道
に
つ
い
て
公
式
に
訴
え
る
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い
る
、
と
の
発
二
壹七
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最
上
徳
内
は
蝦
夷
地
に
お
け
る
場
所
請
負
と
い
う
交
易
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
鴫
の
内
を
主
の
場
所
と
臣
の
場
所
と
に
配
当
す
る
也
。
場
所
は
領
分
と
い
ふ
が
如
し
。
何
れ
海
辺
ば
か
り
に
壱
場
所
凡
五
十
里
位
、
或
は
七
十
里
位
、
｜
鴫
の
周
囲
の
浜
辺
に
諸
処
に
相
交
り
て
領
地
あ
る
事
也
。
浜
辺
の
み
に
て
奥
は
皆
空
地
に
て
、
人
倫
た
え
た
る
深
山
曠
野
の
み
也
。
掴
、
其
場
所
を
松
前
町
人
ど
も
其
地
頭
地
頭
へ
願
出
で
、
蝦
夷
士
人
を
介
抱
い
た
し
た
き
旨
を
訴
訟
す
。
運
上
金
の
多
少
を
選
び
て
是
を
許
容
あ
り
。
（犯）
是
を
場
所
請
負
と
い
ふ
」
。
睾
雨
負
人
は
場
所
請
負
を
願
い
出
る
に
あ
た
っ
て
蝦
夷
人
を
「
介
抱
」
し
た
い
と
申
し
出
、
知
行
主
は
運
上
金
の
多
寡
に
よ
っ
て
、
ど
の
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
か
を
選
ぶ
と
い
う
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
、
阿
部
屋
の
マ
シ
ケ
場
所
請
負
証
文
言
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
出
稼
ぎ
和
人
は
、
ア
イ
ヌ
に
よ
る
松
前
藩
士
へ
の
公
式
・
非
公
式
の
情
報
提
供
、
松
前
藩
士
に
よ
る
監
視
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
両
者
と
癒
着
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
不
利
な
立
場
を
緩
和
し
て
い
た
の
で
は
な
いだろうか。
法
政
史
学
第
六
十
四
号
二
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
１
蝦
夷
地
交
易
の
仕
方
に
は
「
蝦
夷
仁
介
抱
之
儀
者
随
分
太
切
相
守
可
申
候
。
勿
論
非
分
之
（羽）
儀
申
掛
け
間
鋪
候
」
と
、
蝦
夷
人
に
対
す
る
「
介
抱
」
を
大
切
に
守
る
こ
と
が
誓
約
さ
れ
て
い
る
。
場
所
請
負
人
が
場
所
を
請
け
負
う
に
あ
た
っ
て
、
蝦
夷
人
へ
の
「
介
抱
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
「
介
抱
」
が
交
易
そ
の
も
の
を
指
す
の
か
、
交
易
に
付
随
す
る
行
為
な
の
か
、
具
体
的
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
節
で
は
運
上
屋
の
和
人
に
よ
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
の
説
明
を
き
い
て
み
た
い
。
出
稼
ぎ
和
人
が
自
ら
史
料
を
残
す
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
蝦
夷
地
に
渡
る
和
人
の
多
く
は
算
筆
が
で
き
な
（狐）
い
者
た
ち
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
文
字
が
書
け
た
と
し
て
も
自
分
た
ち
の
日
常
を
記
録
す
る
と
い
う
習
慣
を
身
に
つ
け
た
人
々
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
松
前
藩
や
幕
府
の
役
人
に
よ
る
尋
問
に
対
す
る
口
上
書
や
、
幕
吏
の
記
録
の
な
か
に
お
い
て
で
あ
る
。
福
田
新
三
郎
「
天
明
丙
午
御
試
交
易
之
始
末
」
は
そ
の
よ
う
な
中
で
は
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
こ
れ
は
天
明
六
年
の
幕
府
の
御
試
交
易
の
際
、
竿
持
ち
と
し
て
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
に
派
遣
ざ
れ
幕
府
御
試
交
易
取
調
掛
を
務
め
た
福
田
新
三
郎
と
い
う
人
物
が
残
し
た
史
料
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
当
時
の
ア
ッ
ヶ
シ
、
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
、
ク
ナ
シ
リ
島
一
一
一
ヶ
所
支
配
人
字
兵
衛
、
通
詞
一
一
一
右
衛
門
、
下
通
詞
勘
兵
衛
の
三
者
が
幕
吏
の
質
問
に
回
￣
一
八
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答
し
て
認
め
た
文
書
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
御
試
交
易
に
際
し
て
は
、
飛
騨
屋
の
請
負
を
停
止
し
て
江
戸
の
商
人
苫
屋
（調）
久丘〈衛に請け負わせ、支配人以下は松前で一雇い入れた。支
配
人
字
兵
衛
は
、
「
蝦
夷
地
一
件
」
の
御
試
交
易
関
係
資
料
に
阿
部
（妬）
屋
宇
兵
衛
と
い
う
名
前
が
み
唇
え
る
の
で
、
阿
部
屋
村
山
家
関
係
の
人
間の可能性がある。一一一右衛門は飛騨屋配下の通詞丸屋一一一右
衛
門
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
み
た
天
明
五
年
の
幕
府
の
蝦
夷
地
調
査
の
際
、
調
査
妨
害
を
し
た
和
人
の
一
人
が
こ
の
三
石
衛
門
で
あ
っ
た
。
後
日
、
彼
は
「
私
欲
有
之
」
と
い
う
理
由
で
飛
騨
屋
か
ら
解
雇
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
寛
政
元
年
の
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
騒
動
の
（ｗ）
際
に
は
新
井
田
孫
三
郎
手
先
通
詞
と
し
て
一
雇
わ
れ
て
い
る
。
御
試
交
易
の
た
め
に
一
雇
わ
れ
た
和
人
と
飛
騨
屋
と
の
関
係
を
す
べ
て
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
字
兵
衛
、
三
石
衛
門
は
彼
等
の
方
法
を
「
飛
騨
や
久
次
郎
手
先
之
支
配
人
仕
来
之
通
り
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
（犯）
か
ら
、
彼
ら
の
証
一
口
は
基
本
的
に
飛
騨
屋
請
負
場
所
一
般
の
慣
わ
し
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
来
の
蝦
夷
地
交
易
の
仕
方
を
尋
ね
る
幕
府
役
人
の
問
い
に
答
え
て
、
支
配
人
字
兵
衛
、
通
詞
三
右
衛
門
、
下
通
詞
勘
兵
衛
は
次
の
よ
（羽）
言うに壷叩っている。
「
蝦
夷
地
交
易
之
致
方
古
来
方
之
義
、
先
達
而
も
御
尋
有
之
候
得
共
、
猶
又
此
度
相
改
御
尋
二
付
口
上
書
を
以
申
上
候
、
都
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
田
）
而
金
銀
銭
通
用
無
之
夷
地
二
付
、
日
本
地
方
酒
・
米
・
麹
・
煙
草
・
木
綿
・
古
手
・
小
間
物
至
迄
請
負
人
共
方
運
送
仕
リ
、
場
所
支
配
人
方
二
而
右
品
請
取
高
帳
面
へ
相
記
置
、
夷
人
共
方
請
取
侯
諸
産
物
、
交
易
に
相
渡
候
米
・
麹
・
酒
諸
品
共
、
夷
人
名
前
等
、
其
当
座
ノ
ー
に
帳
面
二
机
記
候
間
、
交
易
之
品
物
ハ
相
分
候
得
共
、
一
躰
蝦
夷
地
之
義
ハ
領
主
方
夷
人
為
介
抱
被
建
樋
候
運
上
屋
二
而
御
座
候
間
、
譽
夷
人
共
方
交
易
之
魚
油
壱
樽
・
干
魚
一
束
二
て
も
運
上
屋
へ
積
来
リ
候
節
ハ
、
其
夷
船
二
妻
子
春
属
五
人
三
人
宛
乗
組
罷
越
候
二
付
、
此
者
共
へ
も
価
之
外
ニ
ク
ロ
コ
メ
メ
シ
玄米飯又ハ濁酒等夫々一一為給候、其外運上屋一一而薪為
伐
又
ハ
用
事
有
之
候
節
召
使
候
夷
人
、
井
領
主
役
人
中
下
り
候
節
、
渡
海
之
夷
船
水
主
の
者
共
、
陸
地
人
足
二
召
使
候
者
、
譽
当
処
よ
り
ア
ッ
ケ
シ
迄
三
日
路
召
連
候
得
者
、
人
数
二
合
セ
程
能
く
玄
米
支
度
什
、
其
場
所
ら
番
人
壱
人
宛
指
添
先
々
ヘ
罷
越
、
人
足
の
夷
人
介
抱
仕
候
、
其
上
木
締
切
・
糸
・
針
之
類
、
其
時
々
差
遣
候
、
是
等
之
義
一
向
帳
面
ニ
ハ
相
記
シ
不
申
、
運
タ
ナ
オ
ロ
シ
化
屋
店
卸
大
勘
定
之
節
、
不
足
を
以
、
蝦
夷
地
介
抱
入
用
と
請
負
人
共
へ
相
達
候
義
二
御
座
候
以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
蝦
夷
地
は
金
銀
銭
の
通
用
が
な
い
の
で
、
酒
、
米
、
麹
、
煙
草
、
小
間
物
な
ど
を
蝦
夷
地
産
物
と
交
換
す
る
。
こ
れ
ら
取
引
き
に
つ
い
て
は
支
配
人
が
帳
面
に
二
九
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記
す
。
②
し
か
し
運
上
屋
は
領
主
が
「
夷
人
介
抱
」
の
た
め
に
建
て
て
い
る
も
の
な
の
で
、
夷
人
の
交
易
品
が
魚
油
一
樽
、
干
魚
一
束
で
あ
っ
て
も
、
船
に
同
乗
し
て
き
た
妻
子
春
族
ま
で
、
交
易
代
の
他
に
玄
米
飯
、
濁
酒
を
提
供
す
る
。
③
夷
人
を
運
上
屋
の
雑
用
、
人
足
に
召
し
使
っ
た
際
に
も
飯
な
ど
を
提
供
し
て
介
抱
を
す
る
。
④
「
領
主
役
人
が
下
り
候
節
」
と
い
う
の
は
オ
ム
シ
ャ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
渡
海
し
て
来
た
ア
イ
ヌ
に
も
介
抱
を
す
る
。
⑤
上
記
②
～
④
に
つ
い
て
は
帳
面
に
記
さ
ず
、
店
卸
し
の
際
、
不
足
分
を
「
蝦
夷
地
介
抱
入
用
」
と
し
て
請
負
人
に
報
告
す
る
。
交
易
仕
法
の
説
明
を
求
め
ら
れ
た
支
配
人
た
ち
は
大
き
く
③
物
々
交換、⑥酒飯の振舞い、⑥人足手当について語っている。
一
見
、
話
は
交
易
外
の
行
為
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
⑪
⑨
に
つ
い
て
、
運
上
屋
は
領
主
が
ア
イ
ヌ
を
「
介
抱
」
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
発
生
す
る
行
為
と
説
明
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
出
稼
ぎ
和
人
た
ち
に
と
っ
て
、
蝦
夷
地
で
の
任
務
は
狭
義
の
商
い
で
あ
る
と
こ
ろ
の
物
々
交
換
と
、
直
接
利
益
に
結
び
つ
か
ず
帳
面
に
記
載
し
な
い
行
為
（
酒
飯
の
振
舞
い
、
人
足
手
当
な
ど
）
に
（側）
区
分
で
き
、
「
蝦
夷
人
介
抱
」
と
は
後
者
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
蝦
夷
地
交
易
に
お
い
て
取
引
き
の
子
細
を
記
録
せ
ず
、
無
勘
定
同
様
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
の
ア
ッ
ケ
シ
支
配
人
長
右
衛
門
も
新
一
一
一
郎
の
問
に
答
え
て
述
べ
て
い
る
。
長
右
衛
門
も
宇
兵
衛
法
政
史
学
第
六
十
四
号
松
前
藩
は
上
位
権
力
と
し
て
の
意
識
か
ら
対
ア
イ
ヌ
交
易
を
「
介
抱
」
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
交
易
に
来
た
ア
イ
ヌ
に
対
し
酒
飯
な
ど
の
滞
在
費
用
を
賄
う
こ
と
は
上
位
権
力
と
し
て
の
義
務
と
観
念
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
場
所
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
に
向
き
合
う
運
上
屋
の
和
人
の
意
識
は
そ
れ
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
た
。
引
き
続
き
宇
兵
衛
等
の
一
言
葉
に
耳
を
傾
く⑫）
け
て
み
た
い
。
宇
兵
衛
ら
は
運
上
屋
で
の
日
々
の
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
き
関
係
を
説
明
し
な
が
ら
、
夷
人
と
い
う
の
は
邪
欲
が
深
く
質
朴
で
も
な
い
。
毎
Ｈ
運
上
屋
へ
来
て
は
引
当
の
品
も
な
く
酒
、
米
、
麹
な
ど
を
前
貸
し
す
る
よ
う
申
し
か
け
て
く
る
。
通
詞
が
説
得
し
て
も
聞
か
ず
、
酔
っ
て
大
勢
で
騒
ぎ
立
て
る
の
で
「
無
拠
酒
・
米
・
麹
之
前
貸
等
も
致
遣
し
、
又
介
抱
等
も
宜
敷
仕
候
」
と
述
べ
、
前
貸
し
・
介
抱
が
む
し
ろ
ア
イ
ヌ
か
ら
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
「
前
貸
」
と
「
介
抱
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
「
前
貸
」
も
、
蝦
夷
地
で
の
「
交
易
致
方
六
ヶ
敷
故
」
に
勘
定
を
明
白
に
す
る
（い）
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
後
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
蝦
夷
地
交
易
に
お
い
て
商
取
引
と
「
無
償
の
」
酒
飯
の
振
舞
い
の
境
界
が
不
分
明
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る。
２
「
蝦
夷
人
介
抱
」
を
行
う
意
識
○
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は
後
に
償
還
が
期
待
さ
れ
る
行
為
で
あ
り
交
易
に
含
ま
れ
る
行
為
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
物
品
の
授
受
が
同
時
に
行
わ
れ
ず
、
現
象
と
し
て
物
の
移
動
が
運
上
屋
か
ら
ア
イ
ヌ
へ
の
一
方
向
で
あ
る
と
い
う
点
、
そ
の
行
為
が
ア
イ
ヌ
の
気
受
け
と
い
う
点
に
関
し
「
介
抱
」
と
同
様
の
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
う
点
で
並
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
右
之
通
時
々
諸
品
之
前
貸
等
も
仕
、
介
抱
も
心
附
候
得
ハ
、
交
易
代
米
渡
之
節
、
八
升
俵
ハ
き
で
う
め
ん
八
升
無
御
座
候
て
も
夷
人
共
其
義
二
非
分
ハ
不
申
立
候
得
共
、
唯
介
抱
之
飯
・
酒
手
簿
、
前
貸
杯
も
一
切
不
仕
候
得
者
、
気
受
不
宜
儀
二
御
座
候
」
と
、
時
々
前
貸
、
介
抱
を
し
て
や
れ
ば
交
易
代
米
の
八
升
俵
の
内
容
が
八
升
よ
り
少
な
く
て
も
ア
イ
ヌ
た
ち
は
非
分
を
言
わ
な
い
が
、
介
抱
、
前
貸
を
怠
れ
ば
気
受
け
が
悪
い
と
い
う
。
こ
の
俵
の
内
容
量
の
操
作
は
「
八
升
入
拾
俵
舛
目
ハ
少
々
不
足
二
て
も
袷
俵
之
物
も
拾
弐
俵
に
栫
直
し
、
拾
俵
は
交
易
二
相
渡
、
残
弐
俵
之
内
壱
俵
ハ
介
抱
之
足
し
米
二
仕
、
又
壱
俵
ハ
前
貸
之
手
当
二
仕
置
、
折
節
右
之
一
俵
を
恩
二
掛
ヶ
貸
遣
し
候
得
者
夷
人
之
気
受
も
甚
宜
敷
」
と
、
例
え
ば
八
升
俵
十
俵
分
で
十
二
俵
つ
く
り
、
十
俵
を
交
易
代
に
、
残
り
を
折
に
触
れ
恩
に
か
け
て
介
抱
・
前
貸
し
に
使
う
と
い
う
よ
う
に
な
さ
れ
、
そ
う
す
る
と
ア
イ
ヌ
の
受
け
が
よ
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
「
夷
人
等
気
受
之
宜
敷
儀
古
来
よ
り
粗
相
試
」
た
結
果
で
あ
る
と
語
ら
れ
る。彼等の証一一一一口によると、交易、「介抱」、「前貸」の三つ
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
田
）
の
行
為
が
俵
の
内
容
量
の
操
作
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
全
体
で
一
つ
の
取
引
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
交
易
の
み
を
切
り
取
れ
ば
、
そ
れ
は
通
説
的
に
語
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
升
目
を
ご
ま
か
し
た
不
正
交
易
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
蝦
夷
地
交
易
は
こ
こ
で
完
結
す
る
も
の
ではなく、「介抱」「前貸」という形で提供される部分があ
り
、
そ
れ
ら
全
体
で
取
引
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宇
兵
衛
ら
が
ア
イ
ヌ
の
気
受
け
に
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
訳
は
、
コ
ア
イ
ヌ
が
）
場
処
に
相
詰
居
候
軽
き
番
人
杯
に
対
し
て
も
奪
取
之
心
入
相
止
不
申
候
、
少
憐
慰
差
加
手
弱
成
日
本
人
と
見
掛
候
得
者
勝
二
乗
し
都
而
非
分
申
掛
ヶ
奪
取
候
工
夫
を
仕
候
（
中
略
）
、
何
茂
無
弁
夷
人
二
御
座
候
故
、
万
一
不
束
―
―
て
も
出
来
仕
候
而
ハ
多
勢
二
無
勢
二
も
有
之
、
且
又
支
配
人
の
通
詞
之
不
働
二
も
相
成
候
間
、
不
得
止
事
貸
遣
申
候
」
と
、
ア
イ
ヌ
が
欲
深
で
物
事
を
弁
え
ず
、
か
と
い
っ
て
不
束
の
こ
と
が
起
れ
ば
多
勢
に
無
勢
で
あ
り
、
支
配
人
、
通
詞
の
不
働
き
に
も
な
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
社
会
に
対
し
て
も
松
前
藩
に
対
し
て
も
相
対
的
に
弱
者
で
あ
る
立
場
が
強
調
き
れ
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
交
易
方
法
は
、
「
左
候
得
者
支
配
人
初
番
人
共
勤
方
二
余
り
六
ヶ
敷
義
無
御
座
、
且
又
主
人
々
々
も
損
失
も
多
く
不
仕
、
お
の
つ
か
ら
松
前
町
人
ハ
勿
論
、
他
国
方
山
張
仕
居
候
者
も
渡
世
二
相
成
候
間
、
古
来
よ
り
右
之
道
理
を
相
考
、
夷
人
も
騒
動
不
仕
、
日
本
人
之
損
失
も
多
分
不
在
候
様
介
抱
仕
来
候
」
と
、
運
上
屋
の
経
営
を
-
-
-｡
￣
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円
滑
に
し
、
請
負
人
の
利
益
に
も
か
な
う
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
交
易
の
仕
方
が
編
み
出
さ
れ
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
「
夷
人
之
義
ハ
先
二
申
上
候
通
、
交
易
之
事
二
不
限
、
何
事
―
―
て
も
唯
強
欲
深
悪
巧
ミ
の
み
多
く
、
其
上
多
端
正
直
ニ
ハ
不
申
聞
、
偽
計
り
申
立
候
故
、
私
共
方
方
正
路
を
相
用
憐
澗
差
加
へ
候
て
も
難
有
と
申
儀
ハ
ー
向
存
不
申
候
、
乍
併
為
介
抱
御
建
被
差
置
候
運
上
屋
二
御
座
候
故
、
支
配
人
・
通
詞
・
番
人
諸
事
了
簡
之
勘
弁
仕
、
介
抱
仕
来
候
儀
二
御
座
候
、
大
方
古
来
占
右
之
趣
御
座
候
間
、
蝦
夷
地
場
所
ノ
ー
ニ
舛
有
無
之
義
も
碇
と
難
申
上
侯
、
譽
は
当
所
ニ
ハ
先
達
番
人
共
栫
置
候
五
合
舛
壱
シ
御
座
候
外
に
舛
と
申
物
無
御
座
候
」
交
易
代
を
正
確
に
計
り
、
憐
慰
を
か
け
て
も
ア
イ
ヌ
に
あ
り
が
た
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
運
上
屋
は
介
抱
の
た
め
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
和
人
た
ち
は
工
夫
し
て
介
抱
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
主
旨
で
あ
る
。
正
確
な
商
取
引
が
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
上
屋
は
介
抱
の
た
め
に
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
ア
イ
ヌ
の
好
み
に
あ
わ
せ
た
方
法
、
す
な
わ
ち
交
易
（
狭
義
の
商
取
引
）
・
介
抱
（
酒
飯
の
振
舞
い
）
・
前
貸
を
混
合
さ
せ
る
方
法
が
編
み
出
さ
れ
た
、
と
い
う
説
明
か
ら
、
彼
等
の
実
践
が
制
度
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
創
意
工
夫
に
よ
る
慣
わ
し
で
あ
っ
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
非
道
な
和
人
と
略
奪
的
な
不
正
交
易
と
い
う
図
式
は
、
近
世
の
蝦
法
政
史
学
第
六
十
四
号
宇
兵
衛
ら
の
主
張
の
主
旨
は
「
欲
深
く
、
怠
惰
な
ア
イ
ヌ
」
と
「
少
数
者
、
弱
者
と
し
て
の
和
人
」
と
い
う
関
係
性
の
な
か
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
「
夷
人
之
気
受
」
に
沿
う
交
易
方
法
と
し
て
の
「
介
抱
・
前
貸
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
和
人
に
対
す
る
一
般
認
識
、
ア
イ
ヌ
を
虐
待
す
る
非
道
な
荒
く
れ
者
と
い
う
認
識
か
ら
は
、
直
ち
に
受
け
入
れ
が
た
く
、
む
し
ろ
自
分
た
ち
の
夷
地
の
歴
史
を
語
る
と
き
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
証
言
は
、
幕
府
役
人
に
蝦
夷
地
に
お
け
る
枡
の
不
統
一
を
指
摘
さ
れ
た
の
に
対
し
、
蝦
夷
地
交
易
に
お
い
て
升
目
を
厳
密
に
測
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
っ
た
と
弁
解
す
る
中
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
支
配
人
た
ち
が
こ
れ
を
不
正
と
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
幕
吏
に
あ
え
て
こ
こ
ま
で
暴
露
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
運
上
屋
の
和
人
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
気
受
け
、
請
負
人
の
利
益
、
松
前
藩
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
た
「
介
抱
」
、
と
い
う
三
つ
の
要
求
を
調
整
し
、
任
務
を
全
う
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
「
工
夫
」
し
て
領
主
に
よ
る
「
介
抱
」
と
請
負
人
の
「
交
易
」
を
両
立
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
蝦
夷
地
交
易
の
慣
行
で
あ
っ
た
か
ら
、
幕
府
役
人
に
対
し
て
も
臆
面
な
く
答
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か。
３
弱
者
意
識
と
「
夷
人
之
気
受
」
へ
の
配
慮
＝
－
－
￣
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非を一一一一口葉巧みに正当化しているようにしか受け取ることは
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
等
に
よ
る
ア
イ
ヌ
の
評
価
は
さ
て
お
き
、
「
少
数
者
」
と
し
て
の
自
己
認
識
に
つ
い
て
は
最
初
に
検
討
し
た
よ
う
に
裏
づ
け
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
枇
紀
後
半
と
い
う
段
階
で
は
、
少
な
く
と
も
彼
等
の
認
識
上
、
ア
イ
ヌ
は
松
前
藩
の
法
の
外
に
あ
り
、
松
前
藩
上
乗
は
和
人
を
監
視
す
る
役
人
で
、
蝦
夷
地
で
和
人
が
危
険
に
晒
さ
れ
た
際
、
保
護
し
て
く
れ
る
権
力
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。
松
前
藩
は
運
上
屋
に
と
っ
て
身
の
安
全
の
保
障
と
い
う
点
で
は
当
て
に
な
ら
な
い
権
力
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
和
人
た
ち
が
ア
イ
ヌ
を
侮
蔑
し
つ
つ
も
、
一
万
で
ア
イ
ヌ
の
「
気
受
」
を
気
に
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
場
所
に
お
い
て
魚
油
の
値
上
げ
を
ア
イ
ヌ
に
要
求
さ
れ
た
字
兵
衛
、
三
右
衛
門
は
、
こ
れ
を
許
し
て
く
れ
る
よ
う
幕
府
役
人
に
頼
み
い
れ
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。
事
の
次
第
は
、
前
年
飛
騨
屋
請
負
の
と
き
、
ク
ナ
シ
リ
局
に
お
い
て
魚
油
が
払
底
し
た
た
め
ク
ナ
シ
リ
ア
イ
ヌ
が
同
所
支
配
人
ら
に
魚
油
の
値
上
げ
を
願
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
通
り
容
れ
ら
れ
た
。
こ
の
話
を
知
っ
た
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
の
ア
イ
ヌ
た
ち
も
今
年
は
ク
ナ
シ
リ
と
同
じ
割
合
で
魚
油
を
値
上
げ
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
宇
兵
衛
た
ち
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
末
々
之
儀
ハ
如
何
様
一
一
も
取
成
を
以
願
上
可
遣
候
得
共
、
当
年
之
義
は
従
御
公
儀
御
用
交
易
被
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
川
）
仰
出
候
間
、
是
迄
飛
騨
や
久
次
郎
手
先
之
者
と
交
易
致
来
候
通
り
質
朴
二
致
置
候
而
可
然
旨
、
精
々
申
渡
候
得
共
、
無
勘
弁
之
夷
人
共
二
御
座
候
故
一
向
二
聞
入
不
申
、
右
二
付
無
拠
当
場
所
二
て
も
魚
油
弐
斗
入
壱
樽
二
付
代
玄
米
四
升
も
胸
上
不
仕
候
ハ
、
夷
人
共
気
受
不
宜
様
推
察
仕
候
間
、
右
之
通
り
増
米
之
儀
奉
願
上
候
之
処
、
願
之
通
り
被
仰
付
被
下
置
候
二
付
、
右
之
趣
夷
人
共
江
中
波
候
得
者
難
有
仕
介
（⑬）
泰存候」〈７後はどのようにも取り成してやるが、へ７年は御
公
儀
の
御
用
交
易
な
の
で
こ
れ
ま
で
通
り
質
朴
に
し
て
い
る
よ
う
言
っ
た
が
、
勘
弁
の
な
い
夷
人
共
で
あ
る
か
ら
、
一
向
に
聞
き
入
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
次
第
な
の
で
魚
油
二
斗
入
一
樽
に
つ
き
玄
米
四
升
分
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
夷
人
共
に
気
受
け
が
よ
く
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
、
こ
の
通
り
増
米
を
許
し
て
ほ
し
い
と
（
幕
吏
に
）
願
っ
た
と
こ
ろ
許
さ
れ
、
こ
の
旨
夷
人
達
に
伝
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
支
配
人
た
ち
は
ア
イ
ヌ
を
蔑
視
し
つ
つ
も
、
ア
イ
ヌ
の
気
受
け
に
は
敏
感
で
あ
り
、
要
求
に
は
速
や
か
に
答
え
て
い
る
。
彼
ら
が
升
Ｈ
の
厳
密
さ
よ
り
も
前
貸
し
、
介
抱
を
怠
る
こ
と
の
方
が
重
大
で
あ
る
と
語
る
の
を
単
な
る
不
正
交
易
の
正
当
化
と
退
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
宇
兵
衛
ら
の
ア
イ
ヌ
認
識
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
彼
等
の
言
い
分
に
幾
分
か
の
正
当
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
後
間
も
な
く
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
と
い
う
ア
イ
ヌ
ー
和
人
関
係
史
＝￣
一
一
￣
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上
、
も
っ
と
も
大
き
な
事
件
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
原
因
に
出
稼
ぎ
和
人
の
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
非
道
・
虐
待
が
数
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
歴
史
の
そ
の
後
を
知
っ
て
い
る
我
々
の
耳
に
は
和
人
も
ま
た
ア
イ
ヌ
の
横
暴
な
態
度
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
宇
兵
衛
ら
の
主
張
は
空
し
く
響
か
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
意
味
で
は
不
束
の
こ
と
が
起
こ
れ
ば
多
勢
に
無
勢
で
あ
り
、
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
和
人
で
あ
る
、
と
い
う
宇
兵
衛
ら
の
認
識
は
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
に
お
い
て
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
同
地
方
に
稼
ぎ
に
出
て
い
た
数
十
人
の
和
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
殺
害
さ
れ
、
松
前
藩
は
そ
の
原
因
を
運
上
屋
の
「
介
抱
不
行
き
届
き
」
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
、
事
件
発
生
の
責
任
を
飛
騨
屋
に
押
し
付
け
た
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
宇
兵
衛
ら
運
上
屋
勤
め
の
和
人
た
ち
の
発
言
は
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
松
前
藩
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
信
用
に
価
し
な
く
は
な
い
の
である。
し
か
し
宇
兵
衛
ら
の
発
言
に
お
い
て
よ
り
注
目
す
べ
き
点
は
、
ア
イ
ヌ
へ
の
蔑
視
は
そ
れ
だ
け
で
は
直
接
暴
力
へ
発
展
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
宇
兵
衛
ら
は
口
先
で
ア
イ
ヌ
を
侮
蔑
し
つ
つ
、
面
倒
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
「
介
抱
」
「
前
貸
」
を
重
視
し
、
ア
イ
ヌ
の
要
求
に
こ
た
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
彼
等
の
弱
者
意
識
は
ア
イ
ヌ
の
気
受
け
重
視
と
い
う
選
択
を
し
て
い
る
。
「
蝦
夷
人
法
政
史
学
第
六
十
四
号
松
前
藩
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
「
蝦
夷
人
介
抱
」
と
そ
れ
が
蝦
夷
地
諸
場
所
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
と
は
次
元
が
異
な
る
。
一
八
世
紀
後
半
、
ア
ッ
ケ
シ
以
東
で
の
「
蝦
夷
人
介
抱
」
に
つ
い
て
の
運
上
屋
の
和
人
た
ち
の
言
説
を
分
析
し
た
結
果
、
い
え
る
こ
と
は
、
ア
イ
ヌ
社
会
に
対
す
る
松
前
藩
の
上
位
権
力
認
識
と
そ
の
象
徴
と
し
て
の
「
蝦
夷
人
介
抱
」
と
い
う
語
は
、
現
場
に
お
い
て
は
抽
象
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
抽
象
的
概
念
で
あ
っ
て
も
、
実
践
的
に
利
用
可
能
な
場
面
で
は
利
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
本
稿
で
検
討
し
た
ケ
ー
ス
の
場
合
、
運
上
屋
は
「
恩
恵
」
や
「
施
し
」
と
い
っ
た
性
格
に
つ
い
て
強
調
す
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
等
は
「
憐
慰
」
が
ア
イ
ヌ
社
会
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。
彼
等
に
と
っ
て
「
介
抱
」
と
称
さ
れ
る
行
為
、
す
な
わ
ち
酒
飯
の
振
舞
い
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
交
易
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
交
易
方
法
の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
践
感
覚
を
条
件
付
け
る
の
は
彼
等
の
松
前
藩
士
、
ア
イ
ヌ
社
会
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
「
介
抱
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
松
前
藩
の
対
ア
イ
ヌ
関
介
抱
」
を
怠
り
な
く
行
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
運
上
屋
の
和
人
の
認
識
に
お
い
て
は
、
彼
等
が
蝦
夷
地
で
安
全
に
産
業
を
行
う
た
め
の
安
全
弁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
三
四
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係
認
識
に
も
と
づ
く
「
蝦
夷
人
介
抱
Ⅱ
恩
恵
」
と
い
う
図
式
を
、
運
上
屋
と
ア
イ
ヌ
社
会
と
の
関
係
性
に
即
し
て
置
き
直
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
結
果
が
「
蝦
夷
人
介
抱
Ⅱ
蝦
夷
人
気
受
け
へ
の
対
応
」
と
の位置づけであったろう。「介抱」は松前藩からの義務と
し
て
負
わ
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
彼
等
は
そ
れ
を
ア
イ
ヌ
社
会
と
折
り
合
う
た
め
の
手
段
と
し
て
配
置
し
な
お
し
て
い
た
の
で
ある。出稼
ぎ
和
人
は
蝦
夷
地
稼
ぎ
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
な
か
で
、
ア
イ
ヌ語及びアイヌの慣行、価値観などを学び、それに対する
対
処
の
仕
方
を
身
に
付
け
て
ゆ
く
。
彼
等
は
政
治
権
力
が
標
傍
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
ど
う
あ
れ
、
実
際
の
状
況
に
お
い
て
判
断
し
行
動
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
技
術
の
積
み
重
ね
と
し
て
、
運
上
屋
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
取
引
関
係
が
成
立
し
て
い
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
運
上
屋
の
実
践
的
な
「
蝦
夷
人
介
抱
」
は
、
藩
権
力
が
標
傍
す
る
ア
イ
ヌ
と
の
支
配
関
係
を
一
旦
無
化
す
る
こ
と
で
、
交
易
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
維
持
す
る
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
註（
１
）
「
蝦
夷
人
介
抱
」
の
概
念
に
関
す
る
研
究
史
上
の
扱
い
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
に
お
け
る
ウ
レ
シ
パ
の
原
則
ｌ
複
数
の
視
出
稼
ぎ
和
人
の
語
る
「
蝦
夷
人
介
抱
」
（
坂
田
）
点
か
ら
見
る
前
近
代
蝦
夷
地
社
会
史
に
む
け
て
」
ｓ
北
海
道
・
東
北
史研究」創刊号、二○○四）。
（
２
）
こ
こ
で
い
う
「
実
践
」
の
概
念
は
基
本
的
に
ド
・
セ
ル
ト
ー
の
使
用
に
準
ず
る
。
ド
・
セ
ル
ト
ー
は
、
法
・
制
度
の
も
と
に
あ
る
民
衆
や
商
品
の
消
費
者
と
い
っ
た
受
動
的
に
み
ら
れ
が
ち
な
存
在
が
、
使
用
・
消
費
と
い
う
営
み
を
通
し
て
制
度
を
と
ら
え
返
し
た
り
、
当
初
の
予
期
に
反
す
る
よ
う
な
利
用
の
仕
方
を
し
た
り
す
る
点
を
と
ら
え
、
使
用
・
消
費
の
創
造
的
側
面
に
着
目
す
る
。
法
制
度
な
ど
民
衆
に
強
制
力
と
し
て
働
く
も
の
を
、
民
衆
が
彼
等
な
り
に
飼
い
な
ら
し
、
運
用
す
る
、
そ
の
次
元
を
社
会
構
造
の
把
握
の
次
元
と
区
別
し
て「日常的実践」「戦術」「ものをなす術」などと呼ぶ。但
し
、
ド
・
セ
ル
ト
ー
は
こ
れ
ら
の
概
念
を
支
配
的
な
も
の
に
対
す
る
抵
抗
論
的
文
脈
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
本
稿
で
扱
う
出
稼
ぎ
和
人
は
社
会
関
係
の
力
学
の
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
、
支
配
側
に
も
被
支
配
側
に
も
転
ぶ
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
、
制
度
そ
の
他
の
民
衆
に
よ
る
創
造
的
運
用
・
消
費
と
い
う
実
践
概
念
を
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も
抵
抗
の
論
理
と
は
位
置
づ
け
な
い
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
（ミシェル・ド・セルトー「日常実践のポイエティーク」
一九八七二九八○）国文社）。
（
３
）
本
稿
で
は
菊
池
勇
夫
「
北
方
史
の
な
か
の
近
世
日
本
」
二
九
九
一
、
校
倉
書
房
、
三
○
二
頁
）
、
岩
崎
奈
緒
子
「
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
研
究
の
新
た
な
展
開
の
た
め
に
」
（
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
編
「
場
所
請
負
制
と
ア
イ
ヌ
」
一
九
九
八
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
○
八
頁
）
に
な
ら
い
、
場
所
請
負
人
に
雇
わ
れ
、
蝦
夷
地
五
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諸
場
所
で
働
く
和
人
を
総
称
し
て
「
出
稼
ぎ
和
人
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
する。
（
４
）
出
稼
ぎ
和
人
の
ア
イ
ヌ
社
会
に
対
す
る
直
接
抑
圧
者
的
側
面
と
そ
の
背
景
と
な
る
社
会
・
経
済
構
造
に
着
Ⅱ
し
た
論
考
と
し
て
は
菊
池
勇
夫
「
幕
藩
体
制
と
蝦
夷
地
」
第
三
部
第
Ⅲ
章
（
一
九
八
四
、
雄
山
闇出版）、前掲註（３）第Ⅲ部第三章。
（
５
）
こ
の
よ
う
な
視
点
を
持
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
岩
崎
奈
緒
子
「
日
本
近
阯
の
ア
イ
ヌ
社
会
」
二
九
九
八
、
校
倉
書
房
）
、
前
掲
註
（
３
）
、
「
近
世
蝦
夷
地
に
お
け
る
河
川
用
益
権
」
Ｓ
士
地
所
有
史
」
〈新体系Ⅱ本史〉一一一、二○○二、山川出版社）、「〈歴史〉と
アイヌ」（「Ｈ本はどこに行くのか」〈Ⅱ本の歴史〉二五、
二
○
○
一
一
一
、
講
談
社
）
や
「
場
所
共
同
体
」
と
い
う
概
念
を
提
起
す
る
田
島
佳
也
「
場
所
請
負
制
の
研
究
に
つ
い
て
ｌ
形
成
し
つ
つ
あ
る
「
場
所
共
同
体
」
の
把
掘
に
関
連
し
て
」
（
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
編
「
場
所
請
負
制
と
ア
イ
ヌ
」
一
九
九
八
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
）
、
谷
本
晃
久
「
近
世
蝦
夷
地
「
場
所
」
共
同
体
を
め
ぐ
っ
て
」
（「学習院史学」一一一九、二○○一）などがあげられる。
（
６
）
「
蝦
夷
人
介
抱
」
の
政
治
権
力
側
の
認
識
に
つ
い
て
は
菊
池
勇
夫
、
前
掲
註
（
３
）
第
Ⅱ
部
第
四
章
。
ア
イ
ヌ
社
会
側
か
ら
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
前
掲
註
（
１
）
。
（
７
）
一
般
に
運
上
屋
に
は
支
配
人
、
通
詞
、
帖
役
（
帳
役
）
、
番
人
が
お
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
帳
役
に
つ
い
て
は
第
一
次
幕
領
期
以
前
の
史
料
に
は
み
ら
れ
な
い
。
福
田
新
三
郎
「
天
明
丙
午
御
試
交
易
之
始
末
」
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
（
「
松
前
藩
と
松
前
」
一
五
、
一
九
八
法
政
史
学
第
六
十
四
号
五
、
六
七
頁
）
に
は
運
上
屋
の
和
人
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
番
人
は
勿
論
、
支
配
人
も
時
節
に
よ
っ
て
は
番
人
同
様
に
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
な
か
な
か
細
か
い
仕
訳
帳
な
ど
作
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
ま
た
算
筆
が
相
応
に
出
来
る
奉
公
人
を
多
く
雁
え
ば
交
易
の
割
に
合
わ
な
い
の
で
、
運
上
屋
に
詳
し
い
仕
訳
帳
と
い
う
も
の
は
な
く
、
無
勘
定
同
様
で
や
っ
て
き
た
、
と
。
前
期
場
所
請
負
の
時
代
の
交
易
事
情
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
ア
イ
ヌ
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
和
人
も
ま
た
「
記
録
す
る
」
と
い
う
営
み
を
習
慣
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
か
も
し
れ
な
いｏ
（
８
）
福
川
新
三
郎
、
前
掲
註
（
７
）
、
六
七
頁
。
（
９
）
佐
々
木
利
和
は
文
化
二
年
二
八
○
五
）
の
西
蝦
夷
地
に
事
例
を
取
っ
て
蝦
夷
通
詞
は
専
業
の
者
よ
り
も
支
配
人
の
兼
帯
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
佐
々
木
利
和
「
蝦
炎
通
詞
に
つ
い
て
」
北
〃
言
語
・
文
化
研
究
会
編
「
民
族
接
触
ｌ
北
の
視
点
か
ら
」
一
九
八
九
、
六輿出版）。
（
、
）
上
原
熊
次
郎
に
つ
い
て
は
、
最
上
徳
内
「
渡
島
筆
記
」
文
化
五
年
（
’
八
○
八
）
（
「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」
四
、
一
九
六
九
、
三
一書房、五一一一二頁）、佐々木利和「蝦夷通詞・上原熊次郎
のこと」（「どるめん」六、一九七五）。時代は下るが、幕末
の
通
詞
、
加
賀
伝
蔵
や
能
登
屋
円
吉
も
運
上
屋
で
の
奉
公
か
ら
は
じ
め
て
、
様
々
な
職
掌
を
経
て
通
詞
・
支
配
人
に
至
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
伝
蔵
は
一
五
歳
で
ク
ス
リ
場
所
の
飯
炊
を
始
め
た
頃
、
同
所
小
使
の
ア
イ
ヌ
と
「
両
三
年
の
間
し
た
し
き
事
、
和
夷
之
差
別
一二一ハ
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な
く
日
々
相
交
候
に
付
、
先
ヅ
蝦
夷
言
稽
古
の
た
め
、
彼
等
向
之
振
合
を
聞
習
ひ
」
と
、
ア
イ
ヌ
の
言
語
・
習
慣
を
学
ん
だ
当
時
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（
加
賀
家
文
書
「
加
賀
氏
大
宝
恵
」
「
北
方
史
史
料
集
成
」
｜
｜
、
一
九
八
九
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
四
三
五
頁
）
。
ま
た
円
吉
は
自
著
の
な
か
で
、
文
字
の
な
い
ア
イ
ヌ
語
を
習
得
す
る
に
は
、
実
際
に
蝦
夷
地
で
身
に
付
け
る
他
に
術
が
な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
甥
時
、
ア
イ
ヌ
語
は
蝦
夷
地
で
生
活
す
る
な
か
で
習
得
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
（
能
登
尾
Ⅲ
古
「
番
人
円
吉
蝦
夷
記」慶応四（一八六八）、剛書刊行会、一九七二）。
（
ｕ
）
菊
池
勇
夫
「
幕
藩
体
制
と
蝦
夷
地
」
第
三
部
第
四
章
、
一
九
八
四、雄山閣出版。
（
、
）
福
田
新
三
郎
、
前
掲
註
（
７
）
、
七
四
頁
。
（
Ⅲ
）
羽
太
正
養
「
休
明
光
記
」
（
「
新
撰
北
海
道
史
」
五
、
一
九
三
六
年、囚七七頁）
（
ｕ
）
串
原
正
峯
「
夷
諺
俗
話
」
寛
政
Ⅲ
年
（
一
七
九
二
）
（
「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」
四
、
一
九
六
九
、
一
一
一
一
書
房
、
五
二
頁
）
に
は
松
前
に
近
い
ウ
ス
で
は
Ⅱ
本
語
を
話
す
ア
イ
ヌ
も
多
い
と
あ
る
。
（
胆
）
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
駁
動
の
生
存
者
で
あ
る
ア
ッ
ヶ
シ
場
所
番
人
吉
兵
衛
は
、
頭
件
の
竹
諜
者
で
あ
る
マ
メ
キ
リ
ら
に
捕
ら
え
ら
れ
、
ク
ナ
シ
リ
の
乙
名
サ
ン
キ
チ
が
死
亡
し
た
件
に
つ
い
て
追
及
さ
れ
る
が
、
吉
兵
衛
は
「
夷
言
葉
通
し
不
申
故
何
義
も
一
向
相
知
不
申
候
」
と
述
べ
、
ア
ッ
ケ
シ
支
配
人
伝
七
が
戻
る
ま
で
待
っ
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
（
伝
七
な
ら
言
葉
が
通
じ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
）
。
吉
兵
衛
は
伝
七
の
態
度
次
第
で
殺
害
す
る
と
い
わ
れ
、
別
の
場
所
で
捕
え
出稼ぎ和人の語る「蝦夷人介抱」（坂田）
《
ら
れ
て
い
た
伝
七
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
、
向
者
と
も
命
を
助
か
る
。
吉
兵
衛
は
マ
メ
キ
リ
の
問
に
対
し
て
ア
イ
ヌ
語
が
わ
か
ら
な
い
、
と
答
え
て
い
る
が
、
口
上
書
を
見
る
限
り
ｎ
分
の
お
か
れ
た
状
況
に
関
し
て
は
、
彼
な
り
に
理
解
し
て
い
た
。
彼
の
場
合
、
正
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
な
い
も
の
の
、
Ｈ
常
的
な
や
り
と
り
に
は
支
障のないレベルの一一一一口語能力であったと推測される。（飛騨
煙
文
書
「
伝
七
・
吉
兵
衛
・
庄
蔵
・
士
Ⅱ
太
郎
御
役
所
江
川
１
件
之
控
」
寛
政
元
年
八
Ⅱ
、
北
海
道
大
学
付
鴨
川
井
飢
蔵
影
印
本
）
（妬）小原正峯、前掲説（Ⅲ）。
（
Ⅳ
）
最
上
徳
内
、
「
蝦
夷
国
風
俗
人
情
之
沙
汰
」
寛
政
二
年
二
七
九
○）（「日本庶民生活史料集成」四、一九六九、四五六頁）、
新
井
田
孫
一
二
郎
「
寛
政
蝦
夷
乱
取
調
、
記
」
寛
政
元
年
（
’
七
八
九
）
（
同
、
七
○
五
・
七
一
○
頁
）
、
「
蝦
夷
地
一
件
」
五
二
新
北
海
道史」七、一九六九年、川四一一一、川五川頁）
（
旧
）
飛
騨
屋
文
書
「
松
前
風
説
書
」
寛
政
元
年
頃
、
「
蝦
夷
地
騒
動
に
付
御
答
書
願
書
下
書
」
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
、
と
も
に
北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
蔵
影
印
本
。
（
四
）
岩
崎
奈
緒
ｆ
、
前
掲
鉦
（
３
）
、
二
一
七
、
。
（別）串原正峯、前掲註（ｕ）、川八九口。
ａ
）
オ
ム
シ
ャ
と
は
蝦
夷
地
諸
場
所
に
お
い
て
松
前
藩
止
と
ア
イ
ヌ
灯
長
の
間
で
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
法
令
巾
渡
し
、
土
産
の
交
換
、
酒
宴
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
（犯）飛騨屋文書「蝦夷地騒動に付御答書願書下書」寛政二年
二七九○）。
七
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（朗）同右。
（
型
最
上
徳
内
、
前
掲
註
（
Ⅳ
）
、
四
五
六
頁
。
（
空
同
右
、
四
五
二
頁
。
（
蓮
但
し
、
こ
の
一
件
に
は
、
コ
タ
カ
が
挟
箱
を
酒
器
と
し
て
使
用
し
た
た
め
内
側
の
金
箔
が
剥
が
れ
落
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
偽
物
を
つ
か
ま
さ
れ
た
と
勘
違
い
し
て
苦
情
を
訴
え
、
長
右
衛
門
が
コ
タ
カ
に
対
し
弁
解
し
詫
び
る
と
い
う
後
日
談
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
取
り
引
き
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
ト
ラ
ブ
ル
の
種
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
運
上
屋
と
ア
イ
ヌ
首
長
間
の
私
的
な
関
係
に
基
づ
く
こ
の
よ
う
な
取
り
引
き
の
存
在
を
示
唆
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
こ
の
一
件
は
注
目
に
値
す
る
。
（
〃
）
海
保
嶺
夫
「
近
世
蝦
夷
地
成
立
史
の
研
究
」
一
九
八
四
、
三
一
書
房
、
三
二
七
頁
。
（邪）福田新三郎、前掲註（７）、七九頁。
（
空
上
乗
役
の
利
潤
に
つ
い
て
は
、
平
秩
東
作
「
東
遊
記
」
天
明
四
二
七
八
四
）
に
役
儀
（
上
乗
）
を
勤
め
れ
ば
町
人
相
手
に
利
潤
が
多
く
、
コ
ケ
年
領
主
へ
十
納
る
も
の
は
、
家
士
の
内
へ
百
ほ
ど
も
れ
出
る
と
い
へ
り
」
と
も
い
わ
れ
、
か
つ
て
は
「
足
軽
躰
の
も
の
」
が
勤
め
る
も
の
と
い
わ
れ
た
が
、
今
で
は
我
勝
ち
に
蝦
夷
地
役
掛
り
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
Ｓ
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」
四
、
一
九
六
九
、
四
一
八
頁
）
。
夏
船
交
易
が
商
人
の
請
負
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
乗
は
非
公
式
な
利
潤
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（釦）「蝦夷地一件」（「新北海道史」七、一一一四一～三四二頁）
法
政
史
学
第
六
十
四
号
（皿）同右、一一一六二頁。
（皿）最上徳内、前掲註（Ⅳ）、四四四頁。
（
翌
村
山
家
資
料
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
蔵
、
収
蔵
番
号
一
○
○
四
六
○。
（弧）福田新三郎、前掲註（７）。
（調）同右、六六頁。
（別）前掲註（帥）、四一八・Ｗ二六頁。
（Ⅳ）飛騨屋文書「松前風説普」寛政元年頃。
（
翌
福
田
新
三
郎
、
前
掲
註
（
７
）
、
七
六
頁
。
（
聖
同
右
、
六
七
頁
。
（
辺
「
交
易
」
と
「
介
抱
」
を
区
分
す
る
意
識
は
飛
騨
屋
の
文
書
の
中
に
も
み
ら
れ
る
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
ク
ナ
シ
リ
の
ツ
キ
ノ
エ
に
よ
る
交
易
妨
害
の
た
め
、
立
船
を
休
止
し
た
い
と
町
奉
行
書
へ
願
い
出
た
文
書
に
「
右
場
所
ラ
ナ
シ
リ
場
所
）
長
人
ツ
キ
ノ
ヱ
と
申
夷
、
任
酒
犯
一
「
士
地
之
産
物
ハ
相
渡
し
不
申
、
介
抱
之
荷
物
不
申
及
、
売
買
之
中
荷
物
迄
乱
妨
い
た
し
、
押
へ
取
、
不
法
之
致
し
方
候
得
共
」
と
介
抱
と
売
買
が
併
記
さ
れ
て
い
る
（
飛
騨
屋
文
書
「
諸
川
書留帳」安永四～天明八年）。
（ｕ）福田新三郎、前掲註（７）、七五頁。
（蛇）同右、六九～七○頁。
（
佃
）
同
右
、
七
一
頁
。
＝
一
八
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